
保育所
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　　　 年 月 日設立

（ ー ）

ー ー ー ー

年 月 日 年 月 日

土曜日

日曜日

2・3号 7

分

30 分 ～

時

時

連携施設の名称（地
域型保育のみ）

平日

時 分 ～

15

山梨県 甲府市大津町１，３２４

０５５

確認年月日

０５５ ２４１ ６９５６

18時

山梨県 甲府市大津町１，３２４

法人等の種別

フ リ ガ ナ

施 設 名 称

シャカイフクシホウジン　メグミフクシカイ　フタガワホイクエン

２４１ ６９５６ ０５５ ２６８ ２０９９

社会福祉法人　めぐみ福祉会　二川保育園

事業所番号 １９２０１５１０００３０２

職　名 園長

主たる事務所の

所在地・連絡先
電話番号 FAX番号

E-mail
アドレス info@futagawa-hoikuen.net

郵便番号 ４００ ００５５

タナカ　ミユキ

郵便番号 ４００ ００５５

施設の所在地
・ 連 絡 先

E-mail
アドレス

０５５ ２６８ ２０９９

社会福祉法人 法 人 所 轄 庁 甲府市

代 表 者 の
職 名 ・ 氏 名

職
名
理事長

フリガナ シオノ　アキラ

氏　　名 塩野　正

１７ ３ １５

法人が実施している
事業名

第二種社会福祉事業（保育所の経営等）

法人の設立年月日 平成

申
 
請
 
者

フ リ ガ ナ シャカイフクシホウジン　メグミフクシカイ

法 人 等 名 称 社会福祉法人　めぐみ福祉会

園長の氏名・職名

時 30

開 所 時 間

電話番号 FAX番号

info@futagawa-hoikuen.net

氏　　名

フリガナ

３ １平成 27

分

307 19

時 30 分

４認可年月日 平成

田中　美幸

17

分 ～
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保育所

人 人 人 人

人 人 人 人

学級 （１学級当たり 人）

人 人 人 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人 人 人 人

㎡ 室/ ㎡ 室/ ㎡ 室/ ㎡ 室/ ㎡

㎡/人 ㎡/人 ㎡/人 ㎡/人 ㎡/人

㎡ ㎡/人

１９ １５ １８

５歳児 ４歳児 ３歳児

年末年始（１２月２９日～１月３日）

合計

５２

利　用　定　員

 ※内科医、歯科医の両方いる場合に「有」医師（嘱託医）

合計

１７ １５ ６ ３８

学 級 編 制

3号認定
２歳児 １歳児 ０歳児

2号認定

休園日
※夏季休園日○月○日～△月△日、
○○行事の振替休日○月第△曜日

のようにご記入下さい

６ １５

園庭

2.55

施
設
設
備

１人当たりの面積

設置場所 全体の面積

居室数／面積 845.87

設　備

1

満２歳以上児１人当たり面積

12.17840.00敷地内

園舎 乳児室 ほふく室

兼　務

６２７平均経験年数 ８ ８

職　種 主任保育士

専　従 兼　務

その他職員

専　従

調理員

専　従 兼　務

非常勤

１

保育士

職
員
の
状
況

１４ ２

専　従

2

２ １

常　勤

兼　務

配　置
職員数

常勤職員の労働時間 ８ 時間

2.13

有

保育室

176.06 1 147.28

9.40 10.27 4.28

遊戯室

1 51.36 64.17 4

教育・保育従事者1
人当たりの園児数

６ 　 人（非常勤職員は常勤換算して算出）
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保育所

○延長保育に係る利用者負担
・保育短時間認定の場合
8時29分以前と16時31分以降に登降園された方・・・30分毎100円負担
・保育標準時間認定の場合
7時30分～8時29分に登園された方・・・100円負担
○土曜保育の3歳以上児の主食代・・・利用者1回100円負担

利用料
（実費徴収・上乗せ徴収）

運営方針

①保育・教育の提供にあたっては、入園する園児の最善の利益を考慮し、そ
の福祉を積極的に増進することに最もふさわしい生活の場を提供するよう努
める。　　　　　　　　②保育の専門性を有する職員が、家庭との連携の下
に、園児の状況や発達段階を踏まえ、養護と教育を一体的に行う。
③園児の家庭や地域との連携を図りながら、支給認定保護者に対する支援及
び地域の子育て家庭に対する支援等を行うよう努める。

教育・保育の内容

子育て支援の実施状況
（実施している場合）

教育・保育の提供内容に
関する特色

・子どもは心身両面において発達段階も異なっており、その発達には個人差があることに留意し、保
育を進めていく。
・保育園での生活の流れが、子どもにとって最も適切であるように、活動と休息、緊張と解放に均衡
を持ち、子どもの経験や活動に調和と変化をもたせるよう考慮する。
・子どもが自分から積極的に活動する。この自主性が十分発揮できるよう適切なはたらきかけを行
う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・入園時に
あたっては、できるだけ個別に接し、安定感を与える中で、集団に適応できるようにしていく。
・心身ともにすこやかな子どもを育てるため、またその保育を効果あるものとするためにも家庭との
連絡を密にするよう努める。

苦情に対応する
窓口の状況

窓口設置の有無 苦情内容記録の有無 市町村への報告の有無

有 有 有

①保育理念・・・集団生活の中で、子ども一人ひとりの能力を十分に発揮さ
せ、豊かな人間性を持った子どもを育成し、保護者と地域に愛される保育園
を目指す。　　②保育目標・・・「明るい元気な子」
・3歳未満児・・・健康で友だちと仲良くあそぶ。
・3歳児・・・基本的生活習慣の自立を図る。集団生活の適応性を養い創造
の芽生えを育てる。
・4、5歳児・・・友だちとのつながりを深めながら、活動を通して自立心を
養い、生活経験の範囲を広げていく。
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